
目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

R3H30H29H28H27

（カ所）

（年度）

（目標）

エネルギー・土地水資源調整課調べ

水素ステーション設置箇所数

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

3.00

2.50

1.57

1.87
2.02

2.17

0.00 0.00 0.00 0.00

1.00

（19位） （21位） （23位） （25位）

・

・

・

・

近畿で唯一県内に水素ステーションがないため設置が必要です。

環境にやさしいエネルギーの利活用が必要です。

木質バイオマスの普及促進等、再生可能エネルギー源の活用を推進しています。

大学と連携し、地域の資源を地域で循環させる仕組みを検討しました。

県内初の水素ステーション整備に向けた取組を行います。

木質バイオマスの普及促進などを行います。

令和３年度までに県内初の水素ステーション開設に向け、民間企業を支援します。

水素社会の実現に向けて、

奈良県に水素ステーション

を設置してくれる民間企業

を応援します。

全国では、国の水素基本戦

略の「2020年に160箇所

を開設する」という目標の

達成に向けて、水素ステー

ションの整備が進んでいる

んだ。

水素ステーションの

整備支援

バイオマスエネルギー

普及促進

整備に対する支援

木質バイオマスエネルギー普及促進

●県内で初の水素ステーション開設

全国 奈良県（　）は全国順位

(62) 県内水素ステーション設置・
　　 バイオマス利活用の体制強化

Ⅲ 愉しむ「都」をつくる ～県民が安心して快適に暮らし続けられる奈良をつくる～

11. エネルギー政策
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